新釈『夜鶴庭訓抄』（一） by 永由, 徳夫 & ナガヨシ, ノリオ
新
釈
『
夜
鶴
庭
訓
抄
』（
一
）
群
馬
大
学
教
育
学
部
国
語
教
育
講
座
永
由
徳
夫
一
、
新
釈
『
夜
鶴
庭
訓
抄
』
の
意
図
と
意
義
本
稿
は
、
日
本
の
草
創
期
の
書
論
、
世
尊
寺
家
六
代
目
・
藤
原
伊
行
?
一
一
三
九
？
｜
一
一
七
五
?
著
『
夜
鶴
庭
訓
抄
』（
一
一
六
五
年
頃
成
立
）
に
つ
い
て
、
中
世
の
初
期
写
本
に
基
づ
き
、新
た
な
解
釈
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。『
夜
鶴
庭
訓
抄
』
の
本
来
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
姿
を
平
易
な
形
で
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
層
本
書
に
対
す
る
理
解
が
進
み
、日
本
書
論
書
道
史
研
究
も
深
化
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
本
稿
は
、
拙
稿
「
校
本
『
夜
鶴
庭
訓
抄
』（
一
）」（『
群
馬
大
学
教
育
学
部
紀
要
人
文
・
社
会
科
学
編
』
第
六
〇
巻
二
〇
一
一
）・「
校
本
『
夜
鶴
庭
訓
抄
』
（
二
）」（『
群
馬
大
学
教
育
学
部
紀
要
人
文
・
社
会
科
学
編
』
第
六
一
巻
二
〇
一
二
）
で
行
っ
た
校
訂
作
業
を
基
盤
と
す
る
。
校
訂
作
業
で
取
り
扱
っ
た
写
本
は
、
全
十
四
種
類
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
こ
で
は
、
写
本
を
系
統
立
て
て
列
挙
す
る
に
と
ど
め
る
。
十
四
種
類
の
写
本
を
中
世
の
初
期
写
本
と
近
世
の
流
布
本
と
に
区
別
し
た
上
で
、
中
世
の
初
期
写
本
は
世
尊
寺
家
七
代
目
・
伊
経
系
統
本
と
八
代
目
・
行
能
系
統
本
の
二
系
統
に
、
近
世
の
流
布
本
は
『
群
書
類
従
』
系
統
本
と
『
続
群
書
類
従
』
系
統
本
の
二
系
統
に
分
類
し
た
。
今
回
、
訳
注
で
取
り
上
げ
た
写
本
の
み
、
そ
の
略
称
を
﹇
﹈
で
示
し
た
。
『
夜
鶴
庭
訓
抄
』
写
本
一
覧
【
中
世
の
初
期
写
本
】
?
伊
経
系
統
本
?
1.
﹇
青
蓮
﹈
京
都
・
青
蓮
院
蔵
本
?
行
能
系
統
本
?
2.
﹇
宮
書
﹈
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
3.
﹇
東
北
﹈
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
蔵
本
4.
﹇
天
理
﹈
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
本
5.
﹇
金
沢
﹈
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
保
管
・
称
名
寺
蔵
本
6.
金
沢
市
立
図
書
館
蔵
本
【
近
世
の
流
布
本
】
?『
群
書
類
従
』
系
統
本
?
7.
﹇
京
大
﹈
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
8.
﹇
群
書
﹈『
群
書
類
従
』（
巻
四
九
四
）
所
収
本
9.
国
立
国
会
図
書
館
古
典
籍
資
料
室
蔵
本
10.
早
稲
田
大
学
図
書
館
特
別
資
料
室
蔵
本
11.
無
窮
会
専
門
図
書
館
神
習
文
庫
蔵
本
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?『
続
群
書
類
従
』
系
統
本
?
12.
﹇
東
大
﹈
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
本
13.
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
本
14.
﹇
続
群
﹈『
続
群
書
類
従
』（
巻
九
一
五
）
所
収
本
以
上
の
四
系
統
を
比
較
検
討
す
る
と
、
中
世
の
初
期
写
本
と
近
世
の
流
布
本
と
で
は
、
表
記
や
記
述
内
容
に
お
い
て
、
か
な
り
の
差
異
が
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
１
）
『
夜
鶴
庭
訓
抄
』
の
訳
注
に
は
、
加
藤
達
解
義
『
夜
鶴
庭
訓
抄
』?
書
論
双
書
7
?（
日
本
習
字
普
及
協
会
一
九
八
二
）、『
精
萃
図
説
書
法
論
』?
9
日
本
?
所
収
杉
田
宗
雨
訳
「
夜
鶴
庭
訓
抄
」（
西
東
書
房
一
九
九
一
）
の
二
書
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
二
書
は
い
ず
れ
も
近
世
の
流
布
本
で
あ
る
『
群
書
類
従
』
所
収
の
『
夜
鶴
庭
訓
抄
』
を
訳
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代
以
降
、『
夜
鶴
庭
訓
抄
』が
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
た
か
を
知
る
上
で
は
有
益
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
も
っ
て
中
古
・
中
世
の
書
芸
術
観
を
論
ず
る
な
ら
ば
、
必
ず
や
時
代
的
齟
齬
を
生
ず
る
に
違
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
中
世
最
古
の
写
本
と
考
え
ら
れ
る
?
伊
経
系
統
本
?
の
青
蓮
院
蔵
本
を
底
本
と
し
、
こ
れ
に
続
く
?
行
能
系
統
本
?
の
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
蔵
本
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵
本
等
を
援
用
し
な
が
ら
訳
出
す
る
と
い
う
、
従
前
に
は
見
ら
れ
ぬ
新
し
い
角
度
か
ら
、
本
来
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
は
ず
の
『
夜
鶴
庭
訓
抄
』
の
姿
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
故
に
本
稿
タ
イ
ト
ル
に
「
新
釈
」
の
語
を
冠
し
た
次
第
で
あ
る
。
な
お
、
今
回
は
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
、『
夜
鶴
庭
訓
抄
』全
二
十
四
条
の
う
ち
、
冒
頭
よ
り
第
十
条
ま
で
を
訳
出
す
る
こ
と
と
す
る
。
二
、『
夜
鶴
庭
訓
抄
』
訳
注
【
凡
例
】
一
?本
文
」は
藤
原
伊
行
の
原
本
に
遡
源
す
る
こ
と
を
専
一
に
考
え
、
現
存
最
古
永 由 徳 夫
京都・青蓮院蔵本
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の
写
本
で
あ
る
青
蓮
院
蔵
本
を
底
本
と
し
、
他
本
に
よ
っ
て
校
合
し
た
結
果
、
設
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
通
し
番
号
の
算
用
数
字
は
、
底
本
の
区
切
り
に
基
づ
き
、
校
者
が
便
宜
上
、
冠
し
た
も
の
で
あ
る
。「
本
文
」の
改
行
は
底
本
に
準
じ
た
。
二
?本
文
」の
記
載
は
、
底
本
と
し
た
青
蓮
院
蔵
本
を
始
め
と
す
る
初
期
写
本
が
い
ず
れ
も
漢
字
片
仮
名
交
じ
り
文
で
あ
る
た
め
、
そ
れ
に
従
っ
た
。
但
し
、
片
仮
名
の
ま
ま
で
は
わ
か
り
に
く
い
語
に
つ
い
て
は
、
漢
字
に
改
め
た
。
ま
た
、
適
宜
、
送
り
仮
名
、
句
読
点
を
施
し
、
必
要
に
応
じ
て
濁
点
を
付
し
た
。
写
本
に
記
さ
れ
る
見
せ
消
ち
は
、
傍
点
で
示
し
た
。
三
漢
文
体
の
語
句
は
訓
読
し
、「
不
」「
也
」等
の
助
動
詞
は
片
仮
名
で
表
し
た
。
初
期
写
本
の
引
用
に
際
し
、
校
者
が「
セ
」と
翻
刻
す
る
の
は
、
実
際
に
は「
せ
」
と
書
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。
四
《
口
語
訳
》《
語
釈
》
は
簡
明
で
あ
る
こ
と
を
心
が
け
た
。
詳
密
な
校
異
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
を
（
２
）
参
照
さ
れ
た
い
が
、
中
世
の
初
期
写
本
と
近
世
の
流
布
本
の
差
異
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
特
に
重
要
な
語
句
に
つ
い
て
は
、《
語
釈
》中
で
取
り
上
げ
た
。
ま
た
、
多
く
説
明
を
要
す
る
語
句
に
つ
い
て
は
、《
補
説
》の
項
を
設
け
て
解
説
し
た
。
１
＊
１入
木
、
＊
２手
ヲ
書
ク
事
ヲ
申
ス
。
此
ノ
道
ヲ
コ
ソ
ハ
、
何
事
ヨ
リ
モ
伝
ヘ
サ
セ
給
フ
ベ
ケ
レ
。
＊
３額
、
＊
４御
願
扉
、
＊
５異
国
返
牒
、
＊
６御
表
、
＊
７色
紙
形
、
＊
８願
文
ナ
ド
、
人
申
ス
マ
ジ
。
某
ガ
子
ト
テ
＊
９院
内
ヨ
リ
書
ケ
ト
仰
セ
ラ
ル
マ
ジ
。サ
レ
ド
仮
名
ハ
書
カ
セ
給
フ
ベ
キ
ナ
リ
。世
ニ
＊
10手
書
ニツ
カ
ハ
レ
サ
セ
給
ハ
ム
定
、
＊
11御
草
子
ウ
ケ
タ
マ
ハ
リ
テ
書
カ
セ
タ
マ
ハ
ン
ズ
ル
。
＊
12仮
名
ハ
サ
ハ
申
セ
ド
モ
、
道
セ
バ
ク
、
ヤ
ス
キ
事
ナ
レ
バ
、
書
カ
セ
給
フ
ホ
ド
ハ
、
ナ
ド
カ
コ
ノ
マ
セ
給
ハ
ザ
ラ
ン
。
草
子
書
ク
様
、
少
々
申
シ
候
ベ
シ
。
《
口
語
訳
》
入
木
と
は
、
書
道
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
こ
の
書
の
道
こ
そ
、
他
の
何
事
に
も
ま
し
て
伝
え
て
い
く
べ
き
も
の
で
す
。
額
、
御
願
の
扉
、
異
国
へ
の
返
書
、
御
表
、
色
紙
形
、
願
文
な
ど
は
重
要
で
あ
る
の
で
、
人
か
ら
揮
毫
を
依
頼
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
で
し
ょ
う
。
私
の
子
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
御
所
よ
り
書
く
よ
う
に
と
の
仰
せ
ご
と
も
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
仮
名
は
書
か
せ
な
さ
る
は
ず
で
す
。
世
の
中
に
能
書
と
し
て
お
仕
え
し
て
い
る
立
場
で
す
の
で
、
御
草
子
を
い
た
だ
い
て
お
書
き
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
ょ
う
。
仮
名
は
そ
う
は
申
し
て
も
、
そ
の
道
は
狭
く
、
容
易
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
お
書
き
に
な
る
時
は
、
ど
う
し
て
お
好
み
に
な
ら
ぬ
こ
と
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。
草
子
の
書
き
方
に
つ
い
て
、
少
々
お
話
し
し
ま
す
。
《
語
釈
》
＊
1
入
木
…
《
補
説
》
参
照
。
＊
2
手
ヲ
書
ク
事
…
文
字
を
上
手
に
書
く
こ
と
。「
手
」と
は
、
文
字
、
筆
跡
、
書
の
意
。
﹇
青
蓮
﹈「
手
ヲ
書
事
」
﹇
宮
書
﹈「
手
書
事
」
﹇
天
理
﹈「
手
書
ノ
事
」
﹇
東
大
﹈「
手
書
ノ
事
」（
朱
書
加
筆
）
﹇
京
大
﹈﹇
群
書
﹈「
手
か
く
事
」
＊
3
額
…
木
版
に
揮
毫
し
、
殿
舎
に
掲
げ
た
も
の
。
内
裏
の
諸
額
は
当
代
随
一
の
能
書
が
選
任
さ
れ
、
揮
毫
の
栄
に
浴
し
た
。
＊
4
御
願
扉
…
天
皇
や
皇
族
・
貴
族
の
立
願
に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
所
謂
御
願
寺
の
扉
に
揮
毫
し
た
も
の
。
遺
例
に
源
兼
行
筆
「
平
等
院
鳳
凰
堂
色
紙
形
」
＊
5
異
国
返
牒
…
異
国
へ
の
返
書
。
﹇
青
蓮
﹈「
異
向
返
牒
」
他
本
い
ず
れ
も
「
異
国
返
牒
」
＊
6
御
表
…
上
表
文
。
臣
下
が
天
皇
に
差
し
出
す
文
書
。
４
＊
1
参
照
。
＊
7
色
紙
形
…
扉
・
屛
風
・
障
子
な
ど
の
彩
色
さ
れ
た
方
形
の
区
画
を
い
う
。
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当
初
は
、
こ
の
区
画
に
直
接
、
和
歌
や
漢
詩
を
書
し
た
。
遺
例
に
小
野
道
風
筆
「
屛
風
土
代
」
＊
8
願
文
…
神
仏
に
祈
願
す
る
文
書
。
遺
例
に
伝
橘
逸
勢
筆
「
伊
都
内
親
王
願
文
」
＊
9
院
内
…
院
の
御
所
。
﹇
青
蓮
﹈
の
み
「
院
内
」。
他
本
す
べ
て
「
内
院
」
と
す
る
も
不
適
。
＊
10
手
書
…
手
書
き（
て
か
き
、
て
が
き
）。
文
字
を
上
手
に
書
く
人
。
能
書
。
＊
11
御
草
子
…
仮
名
で
書
か
れ
た
書
物
。
物
語
・
日
記
・
歌
集
な
ど
。
ま
た
、
こ
れ
ら
を
書
写
す
る
た
め
の
料
紙
。
﹇
青
蓮
﹈「
御
草
子
」
﹇
宮
書
﹈「
御
造
」
﹇
天
理
﹈「
御
雙
」
﹇
東
大
﹈「
御
造
紙
」
﹇
京
大
﹈﹇
群
書
﹈「
御
さ
う
し
」
＊
12
仮
名
…
﹇
青
蓮
﹈「
カ
レ
」
と
す
る
も
、
他
本
に
よ
り
訂
正
す
。
﹇
宮
書
﹈「
カ
ナ
」
﹇
天
理
﹈「
名
」
﹇
東
大
﹈「
か
な
」
﹇
京
大
﹈「
名
」
《
補
説
》
「
入
木
」
の
語
は
、
王
羲
之
が
木
版
に
書
し
た
文
字
を
工
人
が
削
っ
た
と
こ
ろ
、
墨
が
三
分
の
深
さ
ま
で
染
み
込
ん
で
い
た
と
い
う
「
入
木
三
分
」
の
故
事
に
基
づ
く
。
中
国
で
は
、
書
法
に
お
け
る
筆
力
が
沈
着
勁
健
な
さ
ま
を
い
う
。
日
本
で
は
、
手
習
い
、
書
道
の
意
と
し
て
用
い
ら
れ
、「
入
木
道
」の
語
も
生
ま
れ
た
。「
入
木
」
の
語
は
、『
夜
鶴
庭
訓
抄
』
以
前
に
は
、『
本
朝
文
粋
』『
台
記
』
等
に
見
え
る
。
後
続
書
論
で
あ
る
『
才
葉
抄
』『
入
木
抄
』
で
は
、
書
道
の
異
称
と
し
て
「
入
木
道
」
が
用
い
ら
れ
る
。
但
し
、
持
明
院
流
当
主
が
自
流
関
連
の
書
名
に
『
入
木
道
秘
伝
』『
入
木
道
相
伝
事
』
の
よ
う
に
「
入
木
道
」
を
冠
し
た
が
た
め
に
、
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
書
道
の
単
な
る
異
称
で
は
な
く
、「
秘
伝
と
し
て
の
書
式
故
実
を
重
ん
じ
る
流
儀
書
道
」
と
い
う
限
定
し
た
意
味
合
い
に
変
容
し
て
い
っ
た
。
２
一
＊
１御
草
子
ハ
引
キ
開
キ
テ
、
端
ヨ
リ
＊
２当
家
ニ
ハ
書
キ
給
フ
ベ
シ
。
普
通
ニ
ハ
中
ヨ
リ
始
ム
ル
ナ
リ
。
カ
ク
ハ
申
セ
ド
、
我
モ
多
ク
中
ヨ
リ
書
キ
テ
候
。
ソ
レ
ハ
主
ノ
好
ミ
ニ
テ
モ
候
。
＊
３思
ヒ
忘
ル
ル
ヲ
リ
モ
候
。
次
々
ノ
人
ノ
ハ
ト
モ
カ
ク
モ
、
イ
カ
ニ
書
キ
タ
ル
モ
候
。
サ
レ
ド
、
サ
ル
事
ハ
知
リ
テ
ノ
事
ナ
リ
。又
、
手
ノ
様
々
ヲ
一
帖
ノ
ウ
チ
ニ
見
セ
テ
書
ク
ベ
シ
。
様
々
ト
云
フ
ハ
、
＊
４イ
ロ
ハ
ガ
キ
、
又
、
＊
５草
、
又
、
＊
６ミ
ダ
レ
ガ
キ
、
タ
ト
ヘ
バ
様
ヲ
カ
ヘ
テ
書
ク
ナ
リ
。
ソ
レ
モ
＊
７草
子
合
ハ
セ
ナ
ド
云
フ
事
ノ
ア
ル
ニ
、
＊
８無
下
ニ
＊
９無
念
ニ
同
様
ニ
書
キ
タ
ル
モ
ワ
ロ
ケ
レ
バ
、
＊
10カ
タ
ツ
マ
ア
リ
テ
候
ナ
リ
。
＊
11然
ラ
ズ
ン
バ
無
ナ
ル
故
ナ
リ
。
君
ノ
＊
12御
草
子
一
部
ト
ア
ル
物
ハ
、
サ
ハ
候
マ
ジ
。
ウ
ル
ハ
シ
ク
候
ベ
シ
。
草
子
ト
申
セ
ド
、
物
語
ヲ
バ
手
書
ノ
書
カ
ヌ
コ
ト
ニ
テ
候
。
書
キ
テ
ト
ヤ
人
候
ハ
バ
、
書
ク
ト
ハ
イ
ハ
デ
、
ト
カ
ク
ス
ベ
リ
テ
ナ
書
カ
セ
給
ヒ
ソ
。
《
口
語
訳
》
一
御
草
子
は
引
き
広
げ
、
そ
の
端
よ
り
当
家
（
世
尊
寺
家
）
で
は
お
書
き
な
さ
い
。
通
常
は
、
中
か
ら
書
き
始
め
ま
す
。
と
は
申
せ
、
私
も
多
く
の
場
合
、
中
よ
り
書
き
始
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
依
頼
主
の
好
み
に
よ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
つ
い
う
っ
か
り
忘
れ
て
し
ま
う
折
も
あ
り
ま
す
。
次
々
に
あ
る
依
頼
主
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
書
い
て
も
差
し
支
え
な
い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
来
あ
る
べ
き
事
柄
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
心
得
て
お
く
こ
と
で
す
。
ま
た
、筆
跡
の
様
々
な
変
化
を
一
帖
の
中
に
展
開
さ
せ
て
書
き
な
さ
い
。様
々
な
変
化
と
い
う
の
は
、
い
ろ
は
書
き
、
ま
た
、
草
仮
名
、
ま
た
、
散
ら
し
書
き
、
と
い
っ
た
よ
う
に
趣
を
変
え
て
書
く
こ
と
で
す
。
そ
れ
も
草
子
合
わ
せ
な
ど
が
あ
る
時
に
は
、
ひ
ど
く
残
念
に
思
わ
れ
る
よ
う
な
一
様
な
書
き
方
は
、
興
ざ
め
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で
美
し
く
な
い
の
で
、
当
家
の
し
き
た
り
ど
お
り
端
か
ら
書
き
始
め
ま
す
。
そ
う
で
な
い
と
、
見
劣
り
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。
但
し
、
主
君
か
ら
の
御
草
子
一
部
と
あ
る
も
の
は
、
そ
の
よ
う
に
は
書
き
ま
せ
ん
。
き
ち
ん
と
端
正
に
お
書
き
な
さ
い
。
草
子
と
申
し
ま
し
て
も
、
物
語
は
能
書
は
書
か
な
い
も
の
で
す
。
書
い
て
ほ
し
い
と
依
頼
す
る
人
が
あ
っ
て
も
、
書
く
と
は
言
わ
ず
、
あ
れ
や
こ
れ
や
と
辞
退
し
て
お
書
き
に
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。
《
語
釈
》
＊
1
御
草
子
…
１
＊
11
参
照
。
＊
2
当
家
…
世
尊
寺
家
。
藤
原
行
成
を
祖
と
す
る
能
書
の
家
系
。
﹇
青
蓮
﹈
「
當
家
」
﹇
宮
書
﹈﹇
天
理
﹈「
此
家
」
﹇
東
大
﹈「
こ
の
家
」
﹇
京
大
﹈﹇
群
書
﹈「
家
の
な
ら
ひ
」
＊
3
思
ヒ
忘
ル
ル
…
う
っ
か
り
し
て
失
念
す
る
。
﹇
青
蓮
﹈「
思
ワ
ス
ル
ヽ
」
﹇
宮
書
﹈「
思
ヒ
ワ
ス
ル
ヽ
」
﹇
天
理
﹈「
思
忘
ル
ヽ
」
﹇
東
大
﹈
「
思
わ
す
る
ゝ
」（「
あ
や
ま
ち
て
」を
消
し
て「
思
」と
朱
書
）
﹇
京
大
﹈﹇
群
書
﹈「
思
ひ
あ
や
ま
り
て
も
」
＊
4
イ
ロ
ハ
ガ
キ
…
「
い
ろ
は
歌
」
を
仮
名
書
き
に
し
た
も
の
。
﹇
青
蓮
﹈
﹇
宮
書
﹈「
イ
ロ
ハ
ガ
キ
」
﹇
天
理
﹈「
以
呂
波
ガ
キ
」
﹇
東
大
﹈
﹇
京
大
﹈﹇
群
書
﹈「
い
ろ
は
が
き
」
＊
5
草
…
草
仮
名
。
万
葉
仮
名
を
く
ず
し
て
で
き
た
仮
名
文
字
。
﹇
青
蓮
﹈
「
サ
ウ
」
﹇
宮
書
﹈﹇
東
北
﹈﹇
東
大
﹈﹇
草
﹈
﹇
天
理
﹈﹇
サ
ウ
﹈
（
脇
に
「
草
」
と
青
筆
で
書
す
）
﹇
京
大
﹈﹇
群
書
﹈﹇
さ
う
﹈
＊
6
ミ
ダ
レ
ガ
キ
…
散
ら
し
書
き
。
行
頭
や
行
間
を
そ
ろ
え
ず
に
、
変
化
を
つ
け
て
書
く
こ
と
。
＊
7
草
子
合
ハ
セ
…
平
安
時
代
の
物
合
わ
せ
の
一
。
草
子
の
絵
・
文
字
・
文
章
・
詩
歌
・
装
丁
な
ど
の
優
劣
を
競
う
遊
び
。
﹇
青
蓮
﹈「
草
子
合
」
﹇
宮
書
﹈「
造
紙
ア
ハ
セ
」
﹇
東
北
﹈「
造
ア
ハ
セ
」
﹇
天
理
﹈
「
草
子
ア
ハ
セ
」
﹇
東
大
﹈﹇
京
大
﹈﹇
群
書
﹈「
さ
う
し
あ
は
せ
」
＊
8
無
下
…
ひ
ど
く
劣
っ
て
い
る
。
＊
9
無
念
…
残
念
で
あ
る
。
＊
10
カ
タ
ツ
マ
…
片
端
。
片
方
の
は
し
。
﹇
天
理
﹈「
行
妻
」（
脇
に
「
カ
タ
ツ
マ
」
と
青
筆
で
書
す
）
＊
11
然
ラ
ズ
ン
バ
〜
…
﹇
青
蓮
﹈「
不
然
者
〜
」。
こ
の
一
文
は
﹇
青
蓮
﹈
の
み
に
見
え
る
。
＊
12
御
草
子
…
﹇
青
蓮
﹈「
御
草
子
」
﹇
宮
書
﹈「
御
雙
」
﹇
東
北
﹈
﹇
天
理
﹈「
御
雙
紙
」
﹇
東
大
﹈﹇
京
大
﹈﹇
群
書
﹈「
御
造
紙
」
３
一
歌
書
ク
様
。
二
行
ニ
書
カ
セ
給
ハ
バ
、
五
七
五
一
行
、
七
七
一
行
ニ
候
ベ
シ
。
三
行
有
ル
ベ
キ
ハ
、
五
七
一
行
、
五
七
一
行
、
七
一
行
ニ
候
ベ
シ
。
ト
テ
モ
カ
ク
テ
モ
歌
ダ
ニ
書
キ
付
ケ
テ
ウ
ツ
ク
シ
ウ
ナ
ド
申
ス
ハ
、
＊
１ム
ゲ
ノ
事
ニ
候
。
サ
レ
バ
コ
ソ
、
家
ハ
イ
ミ
ジ
キ
事
ニ
テ
候
ヘ
。
君
モ
ツ
カ
ハ
セ
給
ヘ
、
世
ノ
人
ニ
モ
マ
サ
ル
所
ハ
候
ヘ
。
ソ
レ
ニ
ト
リ
テ
、
三
代
集
ヲ
書
ク
ニ
口
伝
候
。
三
代
ノ
御
門
ノ
我
モ
我
モ
ト
選
バ
レ
タ
ル
ヲ
申
ス
ナ
リ
。
古
今
・
後
撰
・
拾
遺
ナ
リ
。
三
ノ
物
ヲ
取
リ
合
ハ
セ
テ
、
三
代
集
ト
ハ
申
ス
ナ
リ
。
ソ
レ
ガ
題
不
知
・
読
人
不
知
ナ
ド
申
ス
ニ
、
サ
マ
ザ
マ
ニ
カ
ヘ
ラ
レ
タ
ル
ナ
リ
。
古
今
ニ
ハ
題
不
知
・
読
人
不
知
、
後
撰
ニ
ハ
題
不
知
・
読
人
モ
、
拾
遺
ニ
ハ
題
・
読
人
不
知
ト
候
ベ
シ
。
我
ガ
先
祖
大
納
言
殿
行
成
、
帥
殿
伊
房
、
三
代
集
書
カ
セ
給
ヒ
タ
ル
ニ
、
オ
ホ
ク
躬
恒
ヲ
三
常
ト
書
キ
給
ヒ
タ
リ
。
又
、
法
師
ト
ア
ル
所
ヲ
＊
２ほ
う
し
ト
書
カ
レ
タ
リ
。
様
々
ノ
ア
ル
ナ
メ
リ
。
サ
様
ニ
モ
書
カ
セ
給
フ
ベ
シ
。
其
ノ
人
ノ
子
孫
ナ
ド
ハ
、
ソ
レ
ヲ
習
ヒ
候
ゾ
。
人
難
ジ
問
フ
人
ア
ラ
バ
此
ヲ
得
意
ニ
テ
仰
セ
ラ
レ
候
ベ
シ
。
又
、
＊
３草
子
ハ
ナ
チ
テ
ハ
人
申
ス
マ
ジ
ケ
レ
ド
モ
、
サ
リ
ナ
ン
人
ノ
子
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ト
テ
、
無
下
ニ
ユ
ク
ヘ
シ
ラ
ヌ
ハ
口
惜
シ
キ
事
ニ
テ
候
ゾ
。
書
シ
ヲ
見
シ
ハ
、
父
イ
ヒ
シ
ハ
ト
テ
、
問
フ
人
候
ハ
バ
、
仰
セ
ラ
ル
ベ
シ
。
サ
レ
バ
コ
ソ
、
コ
ト
女
房
ニ
ヒ
キ
カ
ヘ
タ
ル
事
ニ
テ
ハ
候
ハ
ム
ズ
レ
。
心
ア
ラ
ム
人
ハ
、
主
モ
ヲ
ト
コ
モ
＊
４ナ
サ
ケ
ヲ
ク
人
モ
候
ナ
ン
。
《
口
語
訳
》
一
和
歌
を
書
く
様
式
。
二
行
に
お
書
き
に
な
る
な
ら
ば
、
五
七
五
を
一
行
、
七
七
を
一
行
に
書
き
な
さ
い
。
三
行
に
し
た
け
れ
ば
、
五
七
を
一
行
、
五
七
を
一
行
、
七
を
一
行
に
分
か
ち
て
書
き
な
さ
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
歌
だ
け
書
き
付
け
て
美
し
い
な
ど
と
申
す
の
は
、
論
外
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
当
家
の
し
き
た
り
は
、
大
変
す
ぐ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。
主
君
に
お
仕
え
に
な
れ
ば
、
世
間
の
人
よ
り
も
す
ぐ
れ
て
い
る
所
が
お
わ
か
り
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
関
し
て
言
え
ば
、「
三
代
集
」を
書
く
の
に
口
伝
が
あ
り
ま
す
。「
三
代
集
」は
時
の
帝
が
我
も
我
も
と
勅
撰
し
た
歌
集
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。『
古
今
集
』『
後
撰
集
』『
拾
遺
集
』を
指
し
ま
す
。
こ
の
三
つ
の
歌
集
を
あ
わ
せ
て「
三
代
集
」
と
言
い
ま
す
。
そ
の
「
題
不
知
読
人
不
知
」
な
ど
と
申
す
も
の
を
、
歌
集
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
に
書
き
替
え
て
い
ま
す
。『
古
今
集
』で
は「
題
不
知
読
人
不
知
」、『
後
撰
集
』
で
は
「
題
不
知
読
人
モ
」、『
拾
遺
集
』
で
は
「
題
読
人
不
知
」
と
区
別
し
て
書
き
ま
す
。
我
が
先
祖
の
大
納
言
殿
・
行
成
卿
、
帥
殿
・
伊
房
卿
は
、「
三
代
集
」
を
お
書
き
に
な
る
時
、
多
く
の
場
合
、「
躬
恒
」
を
「
三
常
」
と
お
書
き
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
法
師
」
と
あ
る
所
は
「
ほ
う
し
」
と
書
か
れ
ま
し
た
。
様
々
な
し
き
た
り
が
あ
る
よ
う
で
す
。
で
す
か
ら
、
そ
れ
に
則
っ
て
お
書
き
な
さ
い
。
世
尊
寺
家
の
子
孫
は
、
そ
の
し
き
た
り
を
習
得
す
る
こ
と
で
す
。
も
し
、
難
詰
す
る
人
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
当
家
の
流
儀
に
拠
る
も
の
で
す
と
お
答
え
な
さ
い
。
ま
た
、
草
子
に
つ
い
て
は
別
に
人
は
何
も
言
わ
な
い
だ
ろ
う
け
れ
ど
、
能
書
の
家
の
子
と
し
て
、
ま
っ
た
く
当
て
が
な
い
と
い
う
の
も
、
残
念
な
こ
と
で
す
。
も
し
書
い
た
も
の
を
見
ら
れ
た
ら
、
父
の
教
え
で
す
と
、
問
う
人
が
い
ま
し
た
な
ら
、
そ
う
お
答
え
な
さ
い
。
果
た
し
て
、
す
ぐ
れ
た
女
房
に
お
な
り
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
教
養
の
あ
る
人
は
、
主
君
も
男
性
も
情
愛
の
深
い
人
に
恵
ま
れ
る
で
し
ょ
う
。
《
語
釈
》
＊
1
ム
ゲ
ノ
事
…
﹇
青
蓮
﹈「
ケ
フ
ノ
事
」
と
あ
る
も
、
他
本
に
よ
り
訂
す
。
﹇
宮
書
﹈「
ム
ゲ
ノ
事
」
﹇
東
北
﹈「
ム
下
ノ
事
」
﹇
天
理
﹈「
無
下
ノ
事
」
?東
大
﹈
?無
下
ノ
事
」（「
ノ
事
」
は
朱
筆
で
追
記
）
﹇
京
大
﹈﹇
群
書
﹈「
む
げ
の
事
」
＊
2
ほ
う
し
…
﹇
青
蓮
﹈﹇
東
大
﹈「
ほ
う
し
」
﹇
宮
書
﹈「
法
シ
」
﹇
天
理
﹈「
法
シ
」（「
法
し
」
の
「
し
」
に
青
丸
を
付
け
、
青
筆
で
「
シ
」
と
傍
書
）
﹇
京
大
﹈﹇
群
書
﹈「
法
し
」
＊
3
草
子
…
﹇
青
蓮
﹈「
草
子
」
﹇
宮
書
﹈「
造
」
﹇
天
理
﹈「
草
子
」
の
脇
に
青
筆
で
「
造
紙
」
﹇
東
大
﹈「
さ
う
し
」
﹇
京
大
﹈﹇
群
書
﹈「
造
紙
」
＊
4
ナ
サ
ケ
ヲ
ク
人
…
情
愛
の
深
い
人
。
﹇
青
蓮
﹈「
ナ
サ
ケ
ヲ
ク
人
」
﹇
宮
書
﹈「
ナ
サ
ケ
多
人
」（﹇
天
理
﹈「
ヲ
ク
」
に
青
丸
を
付
け
、「
多
」
と
傍
書
）
４
一
＊
１御
表
関
白
、
摂
政
、
大
臣
ナ
ド
ノ
我
ガ
官
辞
シ
申
ス
事
ナ
リ
。
＊
２博
士
ニ
ツ
ク
ラ
セ
テ
、
手
書
ノ
書
キ
候
ナ
リ
。
公
卿
座
ノ
末
、
モ
シ
ハ
蔵
人
所
ノ
上
カ
、
＊
３東
三
条
殿
ニ
テ
ハ
、
＊
４二
棟
ノ
廊
ノ
東
面
ひむがしおもてニ
テ
書
キ
候
ゾ
。
装
束
ハ
＊
５衣
冠
ツ
ク
リ
テ
マ
イ
ル
。
博
士
ハ
＊
６束
帯
、
衣
冠
ノ
二
ノ
様
ナ
リ
。
手
書
ハ
イ
カ
ニ
モ
衣
冠
ナ
リ
。
料
紙
ハ
＊
７檀
紙
三
枚
ニ
候
、
御
名
＊
８位
所
例
ニ
ヨ
リ
候
。
＊
９禄
ハ
有
無
定
マ
ラ
ザ
ル
ナ
リ
。
禄
ア
レ
バ
拝
シ
候
。
二
拝
な
り
。
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《
口
語
訳
》
一
御
表
関
白
、
摂
政
、
大
臣
な
ど
が
官
を
辞
す
際
の
上
奏
文
の
こ
と
で
す
。
文
章
博
士
に
文
を
作
成
さ
せ
、
能
書
が
清
書
し
ま
す
。
公
卿
の
末
座
、
も
し
く
は
蔵
人
所
の
上
座
、
東
三
条
殿
で
は
、
二
棟
の
廊
の
東
向
き
の
部
屋
で
書
き
ま
す
。
装
束
は
衣
冠
を
調
え
て
参
内
し
ま
す
。
博
士
は
束
帯
、
も
し
く
は
衣
冠
の
二
通
り
が
あ
り
ま
す
。
能
書
は
ど
の
よ
う
な
場
合
も
衣
冠
で
す
。
料
紙
は
檀
紙
三
枚
、
御
名
、
官
位
は
書
式
に
則
っ
て
書
き
ま
す
。
俸
禄
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
決
ま
っ
て
は
い
ま
せ
ん
。
褒
美
を
賜
れ
ば
、
拝
し
て
頂
戴
し
ま
す
。
二
拝
し
ま
す
。
《
語
釈
》
＊
1
御
表
…
慶
事
の
祝
辞
、
官
職
の
拝
辞
等
を
記
し
て
、
臣
下
か
ら
天
皇
に
奏
上
す
る
文
書
。
＊
2
博
士
…
こ
こ
で
は
文もん
章じょう
博
士
は
か
せ
を
い
う
。
大
学
寮
に
属
し
、
史
伝
・
漢
詩
文
等
を
教
授
し
た
。
＊
3
東
三
条
殿
…
藤
原
頼
通
が
後
朱
雀
天
皇
の
御
所
と
し
て
建
設
し
た
。
そ
の
後
、
藤
原
家
の
邸
宅
と
し
て
、
仁
安
元
年
?
一
一
六
六
?
に
焼
失
す
る
ま
で
、
一
二
〇
年
以
上
に
わ
た
り
、
摂
関
家
に
関
わ
る
主
要
な
儀
式
の
大
半
が
こ
こ
で
執
り
行
わ
れ
た
。
＊
4
二
棟
ノ
廊
…
東
三
条
殿
の
東
対
ひむがしのたいに
つ
ら
な
る
東
方
の
一
画
に
位
置
す
る
。
﹇
青
蓮
﹈「
二
榑
」。﹇
宮
書
﹈﹇
京
大
﹈
等
、
他
本
に
よ
り
訂
す
。
＊
5
衣
冠
…
貴
人
の
参
内
用
の
略
式
礼
服
。
束
帯
の
略
装
。
＊
6
束
帯
…
朝
廷
の
儀
式
・
公
事
に
際
し
、
着
用
し
た
正
式
な
礼
装
。
＊
7
檀
紙
…
楮
を
原
料
と
し
て
漉
か
れ
た
最
上
質
の
和
紙
。天
平
年
間
の
頃
、
檀
（
ま
ゆ
み
）
の
樹
皮
を
原
料
と
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
呼
称
が
あ
る
。「
ま
ゆ
み
の
か
み
」
と
も
。
＊
8
位
所
…
位
署
。
官
位
、
姓
名
を
公
文
書
に
記
す
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
書
式
。
位
署
書
き
。
﹇
青
蓮
﹈「
御
名
位
所
」
﹇
宮
書
﹈「
御
名
注
麁
」
﹇
京
大
﹈﹇
群
書
﹈「
御
名
注
」
﹇
東
大
﹈「
御
な﹅
と﹅
こ﹅
ろ﹅
」
を
消
し
、「
御
名
注
疏
」
と
す
。
＊
9
禄
…
祝
儀
。
褒
美
。
﹇
青
蓮
﹈「
禄
ハ
有
無
不
定
也
」
﹇
宮
書
﹈「
禄
有
度
候
、
無
度
候
」
﹇
天
理
﹈「
禄
ア
ル
タ
ビ
モ
候
、
ナ
キ
タ
ビ
モ
候
」
﹇
東
大
﹈「
ろ﹅
く﹅
あ﹅
る﹅
た﹅
び﹅
も﹅
な﹅
き﹅
た﹅
び﹅
ハ﹅
」
﹇
京
大
﹈﹇
群
書
﹈「
禄
あ
る
度
あ
り
」
５
一
＊
１大
嘗
会
御
屛
風
、
＊
２第
一
大
事
ナ
リ
。
＊
３悠
紀
・
主
基
ト
テ
左
右
ニ
候
ゾ
。
＊
４五
尺
六
帖
、
四
尺
六
帖
、
＊
５ウ
ラ
ウ
ヘ
ニ
廿
四
帖
候
ナ
リ
。
五
尺
ニ
ハ本
文
ヲ
書
キ
、
四
尺
ニ
ハ
仮
名
ヲ
書
キ
候
。
博
士
ノ
二
人
シ
テ
本
文
エ
リ
候
。
兼
ネ
テ
歌
ニ
モ
垂
レ
ル
博
士
ハ
ヤ
ガ
テ
ヨ
ミ
候
。
サ
ラ
ネ
バ
別
ノ
人
ヨ
ミ
候
也
。
悠
紀
ノ
方
ノ
ハ
、
タ
ヾ
＊
６カ
ナ
ニ
テ
、
主
基
ノ
方
ハ
、
＊
７サ
ウ
ガ
ナ
ニ
書
キ
候
ナ
リ
。
此
＊
８カ
ク
ス
コ
ト
ニ
候
。
《
口
語
訳
》
一
大
嘗
会
の
御
屛
風
色
紙
形
は
、
最
も
大
事
で
あ
り
ま
す
。
悠
紀
屛
風
・
主
基
屛
風
が
あ
り
、
左
右
に
立
て
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
五
尺
六
帖
、
四
尺
六
帖
の
二
種
が
あ
り
、
左
右
あ
わ
せ
て
二
十
四
帖
に
な
り
ま
す
。
五
尺
の
唐
絵
本
文
屛
風
に
は
漢
文
を
書
き
、
四
尺
の
大
和
絵
和
歌
屛
風
に
は
仮
名
を
書
き
ま
す
。
博
士
二
人
が
漢
文
の
撰
文
を
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
和
歌
に
も
秀
で
る
博
士
が
そ
の
ま
ま
歌
も
詠
み
ま
す
。
兼
任
で
き
な
い
場
合
に
は
、
別
の
歌
人
が
歌
を
詠
み
ま
す
。（
四
尺
屛
風
の
和
歌
に
つ
い
て
）
悠
紀
屛
風
の
方
は
、
た
だ
仮
名
で
、
主
基
屛
風
の
方
は
、
草
仮
名
で
書
き
ま
す
。
こ
の
書
式
は
、
人
に
は
知
ら
せ
ず
大
切
に
守
る
こ
と
で
す
。
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《
語
釈
》
＊
1
大
嘗
会
御
屛
風
…
《
補
説
》
参
照
。
＊
2
第
一
大
事
ナ
リ
…
﹇
青
蓮
﹈「
第
一
大
事
也
」
﹇
天
理
﹈「
第
一
大﹅
事﹅
也
」
﹇
宮
書
﹈「
第
一
也
」
﹇
東
大
﹈「
第
一
の
事
也
」（「
の
」
を
「
大
」
に
訂
正
）
﹇
京
大
﹈﹇
群
書
﹈「
大
事
也
」
＊
3
悠
紀
・
主
基
…
大
嘗
会
用
の
新
穀
を
進
上
す
る
東
西
の
国
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
大
嘗
会
に
際
し
、
新
調
さ
れ
た
悠
紀
主
基
屛
風
の
こ
と
を
い
う
。
＊
4
五
尺
六
帖
、
四
尺
六
帖
…
後
冷
泉
帝
?
一
〇
四
五
年
即
位
?
以
降
、
五
尺
の
唐
絵
本
文
屛
風
、
四
尺
の
大
和
絵
和
歌
屛
風
と
い
う
形
が
整
っ
た
と
さ
れ
る
。「
四
尺
」
に
つ
い
て
、﹇
青
蓮
﹈﹇
東
大
﹈「
四
尺
」
と
す
る
が
、﹇
宮
書
﹈﹇
東
北
﹈﹇
続
群
﹈
は
「
六
尺
」
と
誤
写
す
。﹇
天
理
﹈
は
「
四﹅
尺
」
と
見
せ
消
ち
を
施
し
、
脇
に
「
六
」
と
小
書
き
す
。
＊
5
ウ
ラ
ウ
ヘ
…
裏
表（
う
ら
う
へ
）。
左
右
、
前
後
、
上
下
な
ど
の
意
で
用
い
る
が
、
こ
こ
で
は
左
右
を
い
う
。
﹇
京
大
﹈﹇
群
書
﹈「
左
右
」
＊
6
カ
ナ
…
平
仮
名
。「
平
仮
名
」の
意
で
取
る
の
は
、﹇
青
蓮
﹈﹇
京
大
﹈﹇
群
書
﹈。
﹇
宮
書
﹈﹇
天
理
﹈﹇
東
大
﹈
は
「
草
仮
名
（
草
）」
と
す
る
。
﹇
青
蓮
﹈「
カ
ナ
ノ
イ
ロ
ハ
ガ
キ
ニ
テ
イ
本
」
と
の
注
記
あ
り
。
﹇
宮
書
﹈「
悠
紀
ノ
カ
タ
ノ
名
、
草
ガ
ナ
ニ
書
候
」
﹇
天
理
﹈「
悠
紀
ノ
カ
タ
ノ
カ
ナ
ハ
サ
ウ
ニ﹅
書﹅
」
と
見
せ
消
ち
を
付
け
、
脇
に
「
カ
ナ
ニ
」と
小
書
き
す
。
﹇
東
大
﹈「
悠
紀
の〔
方
ノ
カ
ナ
ハ
〕さ〔
う
〕
に
か
き
候
」〔
〕
部
挿
入
。
﹇
京
大
﹈﹇
群
書
﹈「
悠
紀
の
方
の
哥
を
ば
、
た
ゞ
か
ん
な
に
」
＊
7
サ
ウ
ガ
ナ
…
草
仮
名
。
﹇
青
蓮
﹈
の
み
「
サ
ウ
ガ
ナ
」
と
す
る
。﹇
天
理
﹈﹇
東
大
﹈
は
、「
以
呂
波
書
き
」
と
し
、「
平
仮
名
」
の
意
で
取
る
。
﹇
宮
書
﹈に
は
こ
の
一
文
無
し
。
﹇
天
理
﹈「
主﹅
基﹅
ノ﹅
方﹅
ノ﹅
カ﹅
ナ﹅
ハ﹅
、
以﹅
呂﹅
波﹅
書﹅
ニ﹅
書
候
。」
﹇
東
大
﹈「
主
基
の
か
〔
た
ノ
カ
ナ
ハ
以
呂
波
〕
か
〔
キ
ニ
〕
か
き
候
。」〔
〕
部
挿
入
。
﹇
京
大
﹈﹇
群
書
﹈
「
主
碁
の
方
は
、
さ
う
に
書
。」（「
主
碁
」
は
誤
写
）
＊
8
カ
ク
ス
コ
ト
…
人
目
に
ふ
れ
な
い
よ
う
に
大
切
に
す
る
。
近
世
の
流
布
本
に
見
ら
れ
る
そ
の
家
の
奥
義
と
し
て
の
「
秘
説
」
と
は
、
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
異
な
る
。
﹇
青
蓮
﹈「
カ
ク
ス
コ
ト
」
﹇
宮
書
﹈「
カ
ク
ス
事
」（﹇
天
理
﹈「
カ
ク
ス
」
の
脇
に
「
秘
」
を
当
て
る
）
﹇
東
大
﹈
「
か
く
す
事
」
﹇
京
大
﹈﹇
群
書
﹈「
秘
説
」
《
補
説
》
「
大
嘗
会
御
屛
風
」
と
は
、
天
皇
即
位
後
に
行
わ
れ
る
大
嘗
会
の
際
に
新
調
さ
れ
る
悠
紀
主
基
屛
風
の
こ
と
で
あ
る
。
大
嘗
会
の
た
め
に
新
設
さ
れ
た
東
側
の
斎
場
を
悠
紀
、
西
側
の
斎
場
を
主
基
と
い
い
、
そ
こ
に
誂
え
ら
れ
た
屛
風
が
悠
紀
主
基
屛
風
で
あ
る
。
こ
の
屛
風
の
色
紙
形
揮
毫
は
、
能
書
に
と
っ
て
最
高
の
栄
誉
と
さ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
伊
行
は
、
二
条
天
皇
?
一
一
五
九
年
即
位
?
と
次
の
六
条
天
皇
?
一
一
六
五
年
即
位
?
の
二
回
に
わ
た
り
、
担
当
し
て
い
る
。
『
夜
鶴
庭
訓
抄
』
第
二
十
三
条
で
は
、
大
嘗
会
悠
紀
主
基
屛
風
色
紙
形
の
揮
毫
者
を
列
挙
す
る
が
、
こ
れ
に
拠
れ
ば
、
複
数
回
の
揮
毫
は
、
朱
雀
・
村
上
二
帝
の
小
野
道
風
、
円
融
・
花
山
・
一
条
三
帝
の
藤
原
佐
理
、
三
条
・
後
一
条
二
帝
の
藤
原
行
成
、
後
冷
泉
・
後
三
条
・
白
河
三
帝
の
源
兼
行
の
四
名
に
止
ま
る
。
後
、
所
謂
「
三
蹟
」
と
総
称
さ
れ
る
小
野
道
風
・
藤
原
佐
理
・
藤
原
行
成
、「
平
等
院
鳳
凰
堂
色
紙
形
」「
高
野
切
第
二
種
」
の
筆
者
と
考
え
ら
れ
る
源
兼
行
と
い
っ
た
当
代
一
流
の
能
書
に
比
肩
し
得
た
こ
と
は
、
伊
行
に
と
っ
て
面
目
躍
如
た
る
も
の
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
大
嘗
会
悠
紀
主
基
屛
風
色
紙
形
の
揮
毫
に
つ
い
て
「
第
一
大
事
ナ
リ
」
と
述
べ
、
そ
の
書
式
に
つ
い
て
「
此
カ
ク
ス
コ
ト
ニ
候
」
と
申
し
伝
え
る
こ
と
に
、
こ
れ
に
か
け
る
伊
行
の
並
々
な
ら
ぬ
決
意
が
窺
え
る
。
そ
の
意
思
は
、
全
二
十
四
条
中
、
こ
の
第
五
条
が
群
を
出
で
て
い
る
。
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永 由 徳 夫
６
一
＊
１額
ハ
＊
２ア
ケ
ク
レ
御
覧
ゼ
シ
事
ナ
レ
ド
、
＊
３大おほ
内うち
ノ
手
書
ノ
＊
４大
事
ナ
リ
。
サ
ハ
候
ヘ
ド
モ
、
＊
５古
本
ニ
テ
ミ
ナ
ウ
ツ
シ
テ
書
キ
候
ゾ
。
＊
６此
ニ
ト
リ
テ
書
キ
カ
ヘ
ル
ト
コ
ロ
モ
候
ゾ
。
西
面
にしおもてニ
＊
７三
四
バ
カ
リ
ヨ
。
《
口
語
訳
》
一
額
は
毎
日
御
覧
に
な
ら
れ
る
も
の
で
す
が
、
と
り
わ
け
大
内
裏
の
額
の
揮
毫
は
、
能
書
に
と
っ
て
重
大
な
事
柄
で
す
。
と
は
申
し
ま
し
て
も
、
古
く
か
ら
の
伝
本
を
見
て
、
み
な
同
じ
よ
う
に
書
き
ま
す
。
そ
れ
に
関
し
て
、
書
体
を
書
き
替
え
る
箇
所
も
あ
り
ま
す
。
西
面
に
三
、
四
枚
ほ
ど
で
あ
り
ま
し
ょ
う
か
。
《
語
釈
》
＊
1
額
…
１
＊
3
参
照
。
＊
2
ア
ケ
ク
レ
…
明
け
暮
れ
。
朝
夕
。
毎
日
。
﹇
青
蓮
﹈「
ア
ケ
ク
レ
」
﹇
宮
書
﹈「
朝
暮
」
＊
3
大
内
…
宮
中
。
内
裏
。
﹇
青
蓮
﹈「
大
内
」
﹇
宮
書
﹈「
大
内
裏
ノ
額
」（﹇
東
北
﹈「
大
裏
」）
＊
4
大
事
…
﹇
宮
書
﹈「
今
生
ノ
大
事
」
﹇
京
大
﹈﹇
群
書
﹈「
第
一
大
事
」
＊
5
古
本
…
古
本
（
こ
ほ
ん
）。
古
代
の
書
籍
。
古
く
か
ら
の
伝
本
。
﹇
宮
書
﹈「
古
本
ニ
テ
皆
写
之
書
。」
﹇
京
大
﹈﹇
群
書
﹈「
お
ほ
く
古
本
を
見
て
書
。」
＊
6
此
ニ
ト
リ
テ
…
﹇
青
蓮
﹈「
此
□
□
□
□
」。
他
の
古
写
本
に
よ
っ
て
補
う
。
﹇
宮
書
﹈﹇
東
北
﹈﹇
天
理
﹈「
其
ニ
ト
リ
テ
」
﹇
東
大
﹈「
そ
れ
ニ
ト
り
て
」
﹇
京
大
﹈﹇
群
書
﹈「
額
に
と
り
て
」
＊
7
三
四
バ
カ
リ
ヨ
…
﹇
青
蓮
﹈「
三
□
（
計
？
）
ヨ
」
﹇
宮
書
﹈「
三
四
バ
カ
リ
」
﹇
天
理
﹈「
三
四
バ
カ
リ
ヨ﹅
」
﹇
東
大
﹈「
三
四
ば
か
り
か
」
﹇
京
大
﹈﹇
群
書
﹈
こ
の
一
文
無
し
。
７
一
＊
１イ
ソ
グ
物
書
キ
候
ニ
ハ
、
＊
２筆
ノ
ツ
カ
ヲ
切
リ
候
ゾ
。
又
イ
タ
ク
＊
３墨
ヲ
ス
ラ
ズ
。
《
口
語
訳
》
一
急
ぎ
の
も
の
を
書
く
の
に
は
、
筆
の
軸
を
切
っ
て
短
く
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
ほ
ど
濃
く
は
墨
を
磨
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
《
語
釈
》
＊
1
イ
ソ
グ
物
書
キ
候
ニ
ハ
…
﹇
青
蓮
﹈「
□
□
□
物
」。
他
本
に
よ
っ
て
補
う
。
﹇
宮
書
﹈﹇
天
理
﹈「
イ
ソ
グ
物
」
﹇
金
沢
﹈「
イ
ソ
ギ
ノ
物
」
﹇
東
大
﹈「
い
そ﹅
ぎ﹅
の﹅
物
」
↓
「
い
そ
ぐ
物
」
﹇
京
大
﹈﹇
群
書
﹈
「
い
そ
ぐ
も
の
」
＊
2
筆
ノ
ツ
カ
…
筆
の
柄
（
つ
か
）。
筆
の
軸
。
筆
管
。
「
懐
に
設
け
た
る
柄
短
き
筆
な
ど
」?
源
氏
・
澪
標
?
＊
3
墨
ヲ
ス
ラ
ズ
…
﹇
青
蓮
﹈「
ス
ミ
ヲ
ス
ラ
ズ
」
﹇
宮
書
﹈﹇
天
理
﹈「
墨
ヲ
ス
ラ
ヌ
也
」
﹇
東
大
﹈「
す
み
す
ら
ぬ
な
り
」
﹇
京
大
﹈﹇
群
書
﹈「
す
み
す
ら
ず
」
８
一
＊
１御
願
ノ
扉
給
ハ
リ
テ
書
キ
候
ニ
、
＊
２土
代
ヲ
シ
テ
書
キ
候
ニ
ト
リ
テ
、
上
ノ
色
紙
形
ス
コ
シ
大
キ
ニ
、
下
ヲ
バ
ス
コ
シ
小
サ
ク
書
キ
候
ナ
リ
。
＊
３草
ナ
ル
＊
４枚ひら
ハ
草
ニ
、
＊
５真
ナ
ル
枚
ハ
真
ニ
書
キ
候
。
一
枚
ガ
内
ニ
書
キ
マ
ゼ
タ
ル
ハ
ワ
ロ
キ
事
ニ
テ
候
。
＊
６我
居
タ
ル
ト
コ
ロ
ノ
タ
カ
ク
モ
ナ
キ
所
ニ
ハ
サ
候
マ
ジ
。
御
願
ニ
取
リ
テ
大
小
此
ク
ノ
如
キ
ニ
候
ベ
シ
。
＊
７諸
々
ノ
物
ノ
絵
ハ
、
上
ハ
小
サ
ク
下
ハ
大
ニ
候
ニ
、
此
ハ
相
違
シ
テ
候
。
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其
ノ
故
、
尤
モ
イ
ハ
レ
テ
候
。
能
ク
〳
〵
心
得
サ
セ
給
ヘ
。
《
口
語
訳
》
一
御
願
寺
の
扉
の
色
紙
形
揮
毫
を
賜
り
て
書
く
場
合
は
、
下
書
き
を
し
て
か
ら
清
書
し
ま
す
が
、
そ
の
際
に
は
、
上
の
色
紙
形
を
わ
ず
か
に
大
き
め
に
し
、
下
の
色
紙
形
を
や
や
小
ぶ
り
に
書
き
ま
す
。
草
書
で
書
く
色
紙
形
は
草
書
で
、
楷
書
で
書
く
色
紙
形
は
楷
書
で
書
き
ま
す
。
一
枚
の
中
で
、
草
書
と
楷
書
を
書
き
混
ぜ
る
の
は
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
日
常
の
居
住
に
お
け
る
身
近
な
所
で
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
気
に
し
な
く
て
も
良
い
で
し
ょ
う
。
御
願
寺
の
扉
に
関
し
て
は
、
上
下
の
色
紙
形
の
大
小
は
こ
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。
も
ろ
も
ろ
の
絵
に
つ
い
て
は
、
上
の
色
紙
形
で
は
小
さ
く
、
下
の
色
紙
形
で
は
大
き
く
描
か
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
色
紙
形
の
大
き
さ
に
相
違
し
ま
す
。
そ
の
わ
け
に
つ
い
て
は
、
な
る
ほ
ど
言
わ
れ
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
十
二
分
に
ご
理
解
な
さ
い
。
《
語
釈
》
＊
1
御
願
ノ
扉
…
１
＊
4
参
照
。
諸
本
、「
書
キ
候
ニ
」の
後
に
、
挿
入
あ
り
。
﹇
宮
書
﹈「
絵
ナ
ル
本
文
ヲ
絵
ニ
見
合
テ
」
﹇
天
理
﹈「
本
文
ヲ
絵
ニ
見
合
セ
テ
」
﹇
金
沢
﹈「
本
文
ヲ
絵
ニ
合
セ
テ
」
﹇
京
大
﹈﹇
群
書
﹈「
本
文
を
ゑ
に
あ
は
せ
て
」
＊
2
土
代
…
下
書
き
。
草
稿
。
小
野
道
風
筆
「
屛
風
土
代
」
は
そ
の
一
例
。
＊
3
草
…
草
書
。「
草
」に
は
草
仮
名
の
意
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
草
書
と
し
て
後
続
の
真
書
（
楷
書
）
と
対
比
さ
れ
る
。
﹇
青
蓮
﹈「
サ
ウ
ナ
ル
ヒ
ラ
ハ
サ
ウ
ニ
」
﹇
宮
書
﹈「
草
ナ
ル
ヒ
ラ
ハ
草
、」
﹇
天
理
﹈
「
草
ナ
ル
ト
ビ
ラ
ハ
草
ニ
」
﹇
金
沢
﹈「
サ
ウ
ナ
ル
扉
ラ
ハ
サ
ウ
ノ
字
ニ
書
、」
﹇
京
大
﹈﹇
群
書
﹈「
さ
う
な
る
ひ
ら
は
さ
う
に
」
＊
4
枚
…
枚
（
ひ
ら
）。
紙
な
ど
薄
く
て
平
ら
な
も
の
。
﹇
青
蓮
﹈﹇
宮
書
﹈
「
ヒ
ラ
」
﹇
京
大
﹈﹇
群
書
﹈「
ひ
ら
」
＊
5
真
…
真
書
。
楷
書
。
﹇
青
蓮
﹈「
シ
ム
ナ
ル
ヒ
ラ
ハ
シ
ム
ニ
書
候
」
﹇
宮
書
﹈「
真
ナ
ル
ヒ
ラ
ハ
真
ニ
候
ベ
シ
」
﹇
天
理
﹈「
真
ナ
ル
ト
ビ
ラ
ハ
シ
ム
ニ
候
ベ
シ
」
﹇
金
沢
﹈「
真
ナ
ル
方
ヲ
バ
真
ニ
書
也
」
﹇
京
大
﹈﹇
群
書
﹈「
真
な
る
ひ
ら
は
真
に
」
「
表
の
方
に
は
楽
府
を
う
る
は
し
く
真
に
書
き
、
裏
に
は
御
筆
と
ど
め
て
草
に
め
で
た
く
書
き
て
」?
大
鏡
・
伊
尹
?
＊
6
我
居
タ
ル
〜
…﹇
青
蓮
﹈「
我
ヰ
タ
ル
ト
コ
ロ
ノ
タ
□
□
ノ
所
ニ
ハ
サ
候
マ
ジ
」
﹇
天
理
﹈「
我
サ﹅
タ
ル
屋﹅
ナ﹅
ド﹅
ノ﹅
タ﹅
カ﹅
ク﹅
モ﹅
ナ﹅
キ﹅
所﹅
ノ﹅
障
子
ノ﹅
色﹅
紙﹅
形﹅
ヲ﹅
バ﹅
、
上
下
ニ﹅
ヨ﹅
リ﹅
テ﹅
大
少
候
ベ﹅
シ
」
↓
﹇
宮
書
﹈（﹇
天
理
﹈）「
我
ヰ
タ
ル
カ
ラ
カ
ミ
ノ
障
子
ナ
ド
ハ
上
下
大
小
（
少
）
候
マ
ジ
」
﹇
金
沢
﹈「
タ
ヾ
ノ
居
所
ナ
ン
ド
ノ
ハ
上
下
大
小
不
定
也
」
﹇
京
大
﹈﹇
群
書
﹈「
但
、
居
屋
な
ど
の
け
ぢ
か
き
障
子
の
色
形
は
、
上
下
に
よ
り
て
大
小
あ
る
ま
じ
」
＊
7
諸
々
ノ
物
ノ
絵
…
﹇
青
蓮
﹈「
諸
ノ
物
繪
」
﹇
宮
書
﹈「
ヨ
ロ
ヅ
物
ノ
繪
」
﹇
天
理
﹈「
万
ノ
物
ノ
繪
」
﹇
金
沢
﹈「
ヨ
ロ
ヅ
ノ
物
ノ
繪
」
﹇
京
大
﹈﹇
群
書
﹈「
ゑ
な
ど
」
９
一
硯
。
第
一
ハ
＊
１唐
硯
ナ
リ
。
硯
ノ
ヨ
キ
ト
申
ス
ハ
、
ス
レ
バ
＊
２硯
モ
墨
モ
、
ト
モ
ニ
ツ
ブ
ル
様
ニ
覚
エ
候
ゾ
。
其
ノ
上
ニ
ス
リ
タ
ル
水
ノ
遅
ク
干ひ
ヌ
ナ
リ
。
又
泡
フ
カ
ズ
、
ト
ロ
メ
カ
ズ
、
ナ
メ
ラ
ヌ
ヨ
シ
。
＊
３夏
ノ
硯
ハ
ト
ク
キ
タ
ナ
ク
ナ
ル
。
＊
４宵
ノ
水
ワ
ロ
シ
。
《
口
語
訳
》
一
硯
。
第
一
は
唐
硯
で
す
。
良
い
硯
と
申
し
ま
す
も
の
は
、
磨
れ
ば
硯
も
墨
も
、
と
も
に
磨
耗
し
て
い
く
よ
う
に
感
じ
る
も
の
で
す
。
そ
の
上
に
磨
っ
た
墨
は
、
乾
き
に
く
い
で
す
。
ま
た
、
泡
が
で
き
ず
、
と
ろ
と
ろ
に
な
ら
ず
、
つ
る
つ
る
す
べ
ら
な
い
の
が
良
い
の
で
す
。
夏
の
硯
は
、
乾
い
て
す
ぐ
に
汚
れ
ま
す
。
宵
越
し
の
墨
は
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
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《
語
釈
》
＊
1
唐
硯
…
中
国
伝
来
の
硯
。
中
国
の
硯
は
、
隋
・
唐
ま
で
陶
土
を
素
材
に
し
た
陶
硯
が
主
流
で
あ
っ
た
。
日
本
で
も
奈
良
・
平
安
時
代
は
一
般
に
陶
硯
が
用
い
ら
れ
た
。
＊
2
硯
モ
墨
モ
…﹇
青
蓮
﹈「
硯
モ
墨
モ
」
﹇
宮
書
﹈﹇
天
理
﹈「
墨
モ
硯
モ
」
﹇
金
沢
﹈「
墨
モ
」
﹇
京
大
﹈﹇
群
書
﹈「
墨
も
硯
も
」
＊
3
夏
ノ
硯
ハ
〜
…
﹇
宮
書
﹈﹇
天
理
﹈﹇
京
大
﹈﹇
群
書
﹈
等
、
諸
本
は
こ
の
一
文
以
下
を
別
に
条
立
て
す
る
が
、
こ
こ
で
は
底
本
に
従
う
。
＊
4
宵
ノ
水
…
宵
越
し
の
墨
。
宿
墨
。
10
一
墨
ハ
第
一
唐から
墨すみ
ナ
リ
。
ワ
ロ
キ
ア
リ
。
ヨ
キ
ハ
第
一
ト
為
ス
ナ
リ
。
唐
墨
ノ
ヨ
キ
ハ
、
朽
チ
ズ
遅
ク
ツ
ブ
。
＊
１キ
ラ
ア
リ
。
＊
２藤
代
ハ
カ
タ
ウ
イ
カ
ニ
ヨ
ケ
レ
ド
モ
ワ
ロ
ク
候
。
何
事
モ
昔
ニ
ハ
カ
ハ
リ
テ
、
ウ
ル
ハ
シ
ク
モ
候
ハ
ズ
。
ハ
シ
バ
カ
リ
ヨ
ク
テ
、
中
ワ
ロ
ク
候
。
又
、
墨
ヨ
ケ
レ
ド
モ
、
料
紙
ノ
墨
ツ
キ
ワ
ロ
ク
、
キ
ラ
メ
カ
ヌ
紙
候
。
＊
３コ
紙
ト
申
ス
物
ナ
リ
。
檀
紙
ナ
リ
。
＊
４唐から
紙かみ
ノ
中
ニ
墨
ツ
カ
ヌ
物
候
。
墨
ノ
ト
ガ
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。
《
口
語
訳
》
一
墨
の
第
一
は
唐
墨
で
す
。
と
い
っ
て
も
、
中
に
は
良
く
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
良
い
唐
墨
が
第
一
で
あ
り
ま
す
。
唐
墨
の
良
い
も
の
は
、
腐
ら
ず
、
磨
耗
が
ゆ
っ
く
り
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
美
し
い
輝
き
が
あ
り
ま
す
。
藤
代
墨
は
固
く
、
ど
ん
な
に
良
い
も
の
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
た
い
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
事
も
昔
と
は
変
わ
り
、
美
し
い
墨
色
に
は
な
ら
な
い
の
で
す
。
墨
の
端
ば
か
り
が
良
く
て
、
中
は
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
い
く
ら
墨
が
良
く
て
も
、
料
紙
の
墨
付
き
が
良
く
な
く
、
墨
の
輝
か
な
い
紙
が
あ
り
ま
す
。
こ
紙
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。
檀
紙
が
そ
う
で
す
。
唐
紙
の
中
に
も
墨
付
き
の
良
く
な
い
紙
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
墨
の
せ
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
《
語
釈
》
＊
1
キ
ラ
…
綺
羅
。
美
し
く
輝
く
さ
ま
。
＊
2
藤
代
…
藤
代
墨
（
ふ
じ
し
ろ
ず
み
）。
紀
伊
国
・
藤
代
で
作
ら
れ
た
上
等
と
さ
れ
る
松
煙
墨
。
﹇
青
蓮
﹈﹇
東
北
﹈「
藤
代
」
﹇
宮
書
﹈「
フ
ヂ
シ
ロ
」
﹇
天
理
﹈「
藤
代
ノ﹅
墨﹅
」
﹇
京
大
﹈﹇
群
書
﹈
こ
の
一
文
以
降
「
中
ワ
ロ
ク
候
」
ま
で
無
し
。
＊
3
コ
紙
…
こ
か
み
。
鳥
の
子
紙
の
略
か
。
鳥
の
子
紙
は
厚
紙
と
も
い
い
、
雁
皮
を
主
原
料
と
し
て
漉
い
た
最
上
級
の
厚
手
の
料
紙
。
﹇
青
蓮
﹈
「
コ
紙
」
﹇
宮
書
﹈﹇
東
北
﹈「
コ
カ
ミ
」
﹇
京
大
﹈「
唐
紙
」
﹇
群
書
﹈「
厚
紙
」
＊
4
唐
紙
…
中
国
製
の
紙
（
か
ら
の
か
み
）
の
意
で
、
と
く
に
平
安
時
代
に
舶
載
さ
れ
た
北
宋
製
の
料
紙
を
い
う
。
胡
粉
や
雲
母
を
用
い
て
文
様
を
施
し
た
装
飾
紙
。
後
に
は
こ
れ
に
倣
い
、
日
本
で
も
生
産
さ
れ
、
人
々
に
お
お
い
に
好
ま
れ
た
。
考
察
に
代
え
て
本
稿
で
は
、『
夜
鶴
庭
訓
抄
』全
二
十
四
条
の
う
ち
、
第
一
条
か
ら
第
十
条
に
つ
い
て
、
最
古
の
写
本
と
考
え
ら
れ
る
青
蓮
院
蔵
本
を
底
本
に
、
判
読
不
明
な
箇
所
は
他
の
古
写
本
を
援
用
し
て
口
語
訳
を
試
み
た
。
中
世
の
初
期
写
本
を
基
盤
に
訳
出
し
た
の
は
、
本
稿
が
初
め
て
で
あ
る
が
、『
群
書
類
従
』所
収
本
を
底
本
と
し
た
前
掲
の
加
藤
達
氏
、
杉
田
宗
雨
氏
の
訳
と
は
だ
い
ぶ
異
な
る
点
が
あ
る
。
（
３
）
青
蓮
院
本
と
群
書
類
従
本
と
の
内
容
の
相
違
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
記
し
て
お
き
た
い
。
・
第
五
条
「
大
嘗
会
御
屛
風
」
青
蓮
院
本
で
は
、
大
嘗
会
悠
紀
主
基
屛
風
の
色
紙
形
揮
毫
を
「
第
一
大
事
也
」
と
す
る
。
一
方
、
近
世
の
流
布
本
で
あ
る
群
書
類
従
本
で
は
「
大
事
也
」
と
す
る
の
み
で
あ
る
。
悠
紀
主
基
屛
風
の
数
に
つ
い
て
、
杉
田
氏
は
、
悠
紀
殿
に
五
尺
屛
風
が
六
点
、
主
基
殿
に
四
尺
屛
風
が
六
点
と
解
釈
す
る
。
だ
が
、
青
蓮
院
本
に
は
、
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悠
紀
主
基
屛
風
そ
れ
ぞ
れ
に
、
五
尺
屛
風
六
帖
、
四
尺
屛
風
六
帖
の
二
種
が
あ
り
、
左
右
あ
わ
せ
て
二
十
四
帖
、
と
記
さ
れ
る
。
ま
た
、
群
書
類
従
本
で
は
、
こ
の
第
五
条
が
「
秘
説
」
の
語
の
初
出
と
な
る
が
、
青
蓮
院
本
は
、
こ
こ
を
「
カ
ク
ス
コ
ト
」
と
す
る
。「
カ
ク
ス
コ
ト
」
の
謂
い
に
は
、
人
目
に
ふ
れ
ぬ
よ
う
大
切
に
し
、
重
要
事
と
し
て
忘
れ
な
い
よ
う
に
、
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
色
濃
い
が
、「
秘
説
」
に
な
る
と
「
世
尊
寺
家
の
奥
義
」
と
し
て
の
意
味
合
い
が
強
調
さ
れ
て
い
く
。
（
４
）
・
第
六
条
「
額
」
本
条
は
第
五
条
と
は
逆
に
、
大
内
裏
の
額
の
揮
毫
に
つ
い
て
、
青
蓮
院
本
は
能
書
に
と
っ
て
「
大
事
也
」
と
す
る
の
に
対
し
、
群
書
類
従
本
で
は
「
第
一
大
事
也
」
と
す
る
。
こ
こ
に
は
、『
夜
鶴
庭
訓
抄
』と
い
う
テ
ク
ス
ト
の
普
遍
化
、
一
般
化
に
よ
り
、「
悠
紀
主
基
屛
風
色
紙
形
」
と
「
内
裏
額
」
に
対
す
る
人
々
の
重
み
付
け
の
意
識
の
変
化
が
読
み
取
れ
る
よ
う
に
思
う
。
・
第
八
条
「
御
願
ノ
扉
」
御
願
寺
の
扉
の
色
紙
形
の
揮
毫
に
つ
い
て
述
べ
る
が
、
群
書
類
従
本
は
、
そ
の
書
式
に
つ
い
て
「
そ
の
ゆ
へ
あ
る
べ
し
」
と
い
う
一
文
に
よ
っ
て
本
条
を
終
止
す
る
。
一
方
、
青
蓮
院
本
は
、
伊
行
の
息
女
に
対
す
る「
能
ク
〳
〵
心
得
サ
セ
給
ヘ
」
と
い
う
慈
愛
に
満
ち
た
言
葉
で
締
め
括
ら
れ
る
。
こ
こ
に
も
テ
ク
ス
ト
が
一
般
化
す
る
以
前
の
、
私
の
家
の
書
と
し
て
の
『
夜
鶴
庭
訓
抄
』
の
姿
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
・
第
十
条
「
唐
墨
」
青
蓮
院
本
で
は
、
墨
が
ど
ん
な
に
良
く
て
も
紙
と
の
相
性
が
良
く
な
い
場
合
が
あ
り
、「
墨
ノ
ト
ガ
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
」と
述
べ
て
、
本
条
は
終
わ
る
。
一
方
、
群
書
類
従
本
は
、
先
に
「
墨
よ
け
れ
ど
も
、
き
ら
め
か
ぬ
料
紙
有
」
と
述
べ
な
が
ら
、「
さ
れ
ど
、
そ
れ
も
よ
き
す
み
に
て
書
た
る
が
、
墨
つ
き
は
よ
く
み
ゆ
る
也
」
と
ま
と
め
る
。
た
だ
、
こ
の
二
文
は
齟
齬
を
き
た
し
て
お
り
、
後
者
は
衍
文
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
一
方
で
、
群
書
類
従
本
に
は
和
墨
「
藤
代
墨
」
に
関
す
る
記
述
が
見
え
な
い
。
あ
る
い
は
「
唐
墨
」
の
見
出
し
に
合
わ
ぬ
こ
と
か
ら
、
整
理
さ
れ
て
い
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。「
藤
代
墨
」に
つ
い
て
は
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
本
に
識
語
が
あ
り
、
中
世
の
初
期
写
本
の
中
で
も
最
も
詳
し
い
。
こ
れ
は
、『
古
今
著
聞
集
』に
見
え
る
話
で
あ
る
が
、
識
語
で
は
、『
十
二
条
聞
書
』に
云
う
と
し
て
、
「
後
白
河
法
皇
が
熊
野
詣
の
際
に
藤
代
の
宿
に
到
着
し
た
と
こ
ろ
、
松
煙
墨
が
献
上
さ
れ
た
。
こ
の
墨
が
い
か
ほ
ど
か
と
試
み
に
磨
ら
せ
て
み
る
と
素
晴
ら
し
い
発
墨
で
、
真
に
優
品
で
あ
る
と
感
嘆
し
た
と
い
う
。」と
い
っ
た
内
容
が
、
写
本
上
部
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
後
白
河
法
皇
が
感
嘆
し
た
と
い
う
「
藤
代
墨
」
に
対
し
て
、
伊
行
は
「
ウ
ル
ハ
シ
ク
モ
候
ハ
ズ
」
と
あ
ま
り
高
く
評
価
し
て
い
な
い
。
あ
る
い
は
世
尊
寺
流
を
冷
遇
し
、
新
興
の
法
性
寺
流
を
重
用
し
た
後
白
河
法
皇
へ
の
対
抗
意
識
が
そ
う
さ
せ
た
か
と
考
え
る
の
は
、
い
さ
さ
か
深
読
み
が
過
ぎ
る
で
あ
ろ
う
か
。
だ
が
、
世
尊
寺
家
の
当
主
と
し
て
、
家
の
書
を
今
一
度
盛
り
立
て
た
い
と
念
願
す
る
伊
行
の
立
場
を
慮
れ
ば
、
あ
な
が
ち
的
外
れ
と
も
言
え
な
い
よ
う
に
思
う
。
そ
の
他
、
青
蓮
院
本
と
群
書
類
従
本
と
の
「
ほ
う
し
」
と
「
法
し
」（
第
三
条
）、
「
御
名
位
所
」
と
「
御
名
注
」（
第
四
条
）
と
い
っ
た
語
彙
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
一
々
こ
こ
で
は
挙
げ
な
い
が
、
青
蓮
院
本
に
基
づ
く
こ
と
で
、
群
書
類
従
本
に
拠
る
通
釈
を
修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
も
散
見
さ
れ
る
。今
後
も
引
き
続
き『
夜
鶴
庭
訓
抄
』
の
定
本
の
完
成
を
め
ざ
し
て
、
一
歩
一
歩
研
究
を
進
め
て
い
く
所
存
で
あ
る
。
?
注
?
?1
）
拙
稿
「『
夜
鶴
庭
訓
抄
』
の
研
究
｜
本
邦
濫
期
書
論
へ
の
照
射
｜
」（『
青
山
杉
雨
記
念
賞
第
三
回
学
術
奨
励
論
文
選
』
二
〇
〇
〇
）
?2
）
拙
稿
「
藤
原
伊
行
『
夜
鶴
庭
訓
抄
』
の
有
り
様
」（『
書
論
』
第
三
三
号
二
〇
〇
三
）、
「
校
本
『
夜
鶴
庭
訓
抄
』（
一
）」（『
群
馬
大
学
教
育
学
部
紀
要
人
文
・
社
会
科
学
編
』
第
六
〇
巻
二
〇
一
一
）、「
校
本
『
夜
鶴
庭
訓
抄
』（
二
）」（『
群
馬
大
学
教
育
学
部
紀
要
人
文
・
社
会
科
学
編
』
第
六
一
巻
二
〇
一
二
）
?3
）
加
藤
達
解
義
『
夜
鶴
庭
訓
抄
』?
書
論
双
書
7
?（
日
本
習
字
普
及
協
会
一
九
八
二
）、
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『
精
萃
図
説
書
法
論
』?
9
日
本
?
所
収
杉
田
宗
雨
訳
「
夜
鶴
庭
訓
抄
」（
西
東
書
房
一
九
九
一
）
?4
）
拙
稿
「?
秘
伝
?
の
視
点
か
ら
俯
瞰
し
た
日
中
書
論
」（『
書
学
書
道
史
研
究
』
第
二
二
号
二
〇
一
二
）
に
お
い
て
詳
述
し
た
。
?
付
記
?
図
版
掲
載
に
際
し
て
は
、
京
都
・
青
蓮
院
よ
り
御
高
配
頂
い
た
。
茲
に
記
し
て
、
深
甚
な
る
謝
意
を
表
す
る
。
な
お
、
本
研
究
は
、
科
研
費
基
盤
研
究
(C)
（
2 3 5 2 0 1 5 2
）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
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